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平成３０年４月２８日 

 

日本維新の会奈良県総支部維新政治塾要綱 

              

（名称） 

第１条 本塾は、日本維新の会奈良県総支部維新政治塾（以下「塾」という。）と称する。 

 

（目的） 

第２条 本塾は、日本維新の会綱領及びそれに基づく基本政策の実現に向けて、有為な才能の発掘、

教育と実践による新たな人材の輩出を行うため活動する。 

 

（組織） 

第３条 政務調査会長の承認のもと、塾に塾長を置く。 

２ 塾長は塾を代表し、塾を統括する。 

３ 塾に名誉塾長を置くことができる。 

４ 塾長は、政務調査会長の承認のもと、塾の運営に必要な役職を決め、任命することができる。 

５ 塾の事務全般は、総支部事務局が担当する。 

６ 塾長は、組織した役職並びに事務局に指示を出すことができる。 

７ 塾長は、塾にかかる予算を作成し、政務調査会長を通じて役員会の承認を得なければならない。 

８ 塾長は、塾に要した決算を作成し、総務会長を通じて役員会の承認を得なければならない。 

９ 塾長は、塾に参加する塾生の個人情報を適切に管理しなければならない。事務局職員、党員、

塾生は、塾によって知りえた個人情報に対して守秘義務を負うものとする。 

 

（塾生） 

第４条 塾生は、公募を原則とし、役員会で選考する。 

２ 塾生の採用数、塾の期間、負担すべき受講料その他塾生に関する事項については、別に定める。 

３ 塾長は塾生の資格を停止又は剥奪することができる。 

４ 塾の退会を希望する塾生は、その旨を事務局に文書で提出し、塾長の承認をえなければならな

い。 

５ 第３項による資格の停止若しくは剥奪又は前項により退会となった場合の受講料は、その時期

にかかわらず返金しない。 

６ 塾生は、塾で知りえた情報を塾長の許可なくＳＮＳを含み流布してはならない。 

７ 塾生は、党籍の有無にかかわらず、塾生である間は、奈良県総支部規約第２２条（倫理の遵守）

を守らなくてはならないものとし、それに反する行為を行った場合は、党規約及び党紀規則に基

づき処分することができるものとする。 

８ 塾生は、前項の倫理の遵守に加え、課題に誠実に取り組まなければならないものとする。 

９ 所定の課程に合格した者のみが卒業者となる。合格の基準は別途定める。 

10 塾生は、塾長の許可なく、塾生としての塾内外での独自の集会、講義、政治活動を行ってはな

らない。 
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（講師） 

第５条 塾に、塾長の承認のもと、支部の外部からの講師を呼ぶことができる。 

２ 講師に関わる費用に関しては、第３条第７項及び同条第８項の定めに従う。 

３ 講師及びその講義内容が相応しくないと塾長が判断するとき、授業を中止することができる。 

 

（講座） 

第６条 講座を開くときは、塾生に事前に連絡をすることとする。 

２ 前項にかかわらず、塾長の判断で、講座の中止、延期、差し替えを行うことができる。 

３ 講座の変更によって、不利益が塾生に生じたとしてもその責任は負わないものとする。 

 

（免責） 

第７条 塾生になることによって生じた如何なる損失に対しても、塾長並びにその関係者の責任はな

いものとする。 

２ 塾生同士の間における損失に対しても前項と同様に、塾長並びにその関係者の責任はないもの

とする。 

３ 前２項にかかわらず、係争となった場合は、双方が誠実に対応するものとし、党の対応は総支

部事務局が行うものとする。 

 

附則 

 本要綱は、決定と同時に発効する。 

 


